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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　一対の正面鋼板の脚柱部分および該柱脚部分に直交する一対の側面鋼板から形成されて

地上から立ち上がる鉛直方向の鋼製脚柱と、前記一対の正面鋼板の横梁部分および該横梁

部分に直交する一対の平面鋼板から形成されて前記鋼製柱脚に支持される鋼製横梁と、が

交差する部分である鋼製橋脚の隅角部であって、

　前記横梁部分と前記脚柱部分とに跨って前記正面鋼板に略三角形状のフィレット部分が

一体形成されていると共に、前記一対の平面鋼板の一方または両方の角部に、該平面鋼板

と前記正面鋼板および前記側面鋼板との溶接始端部を除去する略矩形状のスカラップが形

成され、

　前記スカラップは、前記正面鋼板に垂直な第１平研削面と、該第１平研削面に連続し、

前記正面鋼板に近づくほど前記側面鋼板に徐々に近接する円弧状の第１円研削面と、前記

側面鋼板に垂直な第２平研削面と、該第２平研削面に連続し、前記側面鋼板に近づくほど

前記正面鋼板に徐々に近接する円弧状の第２円研削面と、前記正面鋼板と前記側面鋼板と

の溶接位置に対向する位置に形成された円弧状の第３円研削面と、を有することを特徴と

する鋼製橋脚の隅角部。

【請求項２】

　前記鋼製脚柱の内部で、前記平面鋼板と略同一面内にダイヤフラムが設置され、該ダイ

ヤフラムの角部に、該ダイヤフラムと前記正面鋼板および前記側面鋼板との溶接始端部を

除去するスカラップが形成され、
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　 前 記 ス カ ラ ッ プ は 、 前 記 正 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 １ 平 研 削 面 と 、 該 第 １ 平 研 削 面 に 連 続 し 、

前 記 正 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど 前 記 側 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 １ 円 研 削 面 と 、 前 記

側 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 ２ 平 研 削 面 と 、 該 第 ２ 平 研 削 面 に 連 続 し 、 前 記 側 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど

前 記 正 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 ２ 円 研 削 面 と 、 前 記 正 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と

の 溶 接 位 置 に 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 円 弧 状 の 第 ３ 円 研 削 面 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 １ 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 ス カ ラ ッ プ が 円 弧 状 の 隅 部 を 具 備 し て 超 音 波 探 傷 検 査 用 の 探 触 子 が 浸 入 自 在 な 略 矩

形 状 で あ っ て 、 該 探 触 子 に よ っ て 前 記 正 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と の 溶 接 部 が 検 査 自 在 で あ

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 。

【 請 求 項 ４ 】

　 一 対 の 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 お よ び 該 柱 脚 部 分 に 直 交 す る 一 対 の 側 面 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て

地 上 か ら 立 ち 上 が る 鉛 直 方 向 の 鋼 製 脚 柱 と 、 前 記 一 対 の 正 面 鋼 板 の 横 梁 部 分 お よ び 該 横 梁

部 分 に 直 交 す る 一 対 の 平 面 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て 前 記 鋼 製 柱 脚 に 支 持 さ れ る 鋼 製 横 梁 と 、 が

交 差 す る 部 分 で あ る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 平 面 鋼 板 を 前 記 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 お よ び 前 記 側 面 鋼 板 に 溶 接 す る 第 一 工 程 と 、

　 該 第 一 工 程 に お い て 溶 接 し た 溶 接 部 を 検 査 す る 第 二 工 程 と 、

　 前 記 平 面 鋼 板 の 角 部 と 、 前 記 平 面 鋼 板 と 前 記 正 面 鋼 板 の 柱 脚 部 分 と の 溶 接 部 の 始 端 部 ま

た は 終 端 部 と 、 前 記 平 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と の 溶 接 部 の 始 端 部 ま た は 終 端 部 と を 、 除 去

す る 第 三 工 程 と 、

　 前 記 側 面 鋼 板 を 前 記 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 に 溶 接 す る 第 四 工 程 と 、

　 該 第 三 工 程 に お い て 除 去 し た 除 去 部 分 の 表 面 を 研 削 し て ス カ ラ ッ プ を 形 成 す る 第 五 工 程

と 、

　 前 記 第 四 工 程 に お い て 溶 接 し た 溶 接 部 を 検 査 す る 第 六 工 程 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 第 四 工 程 の 後 で 前 記 第 六 工 程 の 前 に 、 前 記 第 四 工 程 に お い て 溶 接 し た 溶 接 部 の 表 面

の う ち 少 な く と も 前 記 平 面 鋼 板 と 略 同 一 面 内 に あ る 範 囲 を 研 削 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 側 面 鋼 板 に 開 先 が 形 成 さ れ 、 該 側 面 鋼 板 と 前 記 平 面 鋼 板 と の 溶 接 部 が 前 記 開 先 に 到

達 し な い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 第 一 工 程 に 先 行 し て 、 前 記 平 面 鋼 板 の 角 部 の 一 部 が 予 め 除 去 さ れ て い る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ４ 乃 至 ６ の 何 れ か に 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 横 梁 部 分 と 前 記 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 前 記 正 面 鋼 板 に 略 三 角 形 状 の フ ィ レ ッ ト 部 分 が

形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 乃 至 ７ の 何 れ か に 記 載 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製

作 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 こ の 発 明 は 、 鋼 鉄 製 の 道 路 橋 の 構 造 に 関 し 、 特 に 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 お よ び そ の 製 作 方 法

に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 日 本 全 国 の 道 路 橋 で 広 く 採 用 さ れ て い る 鋼 製 橋 脚 は 、 車 両 の 走 行 す る 橋 面 を 有 す

る 主 桁 を 支 持 す る た め の 水 平 方 向 の 横 梁 と 、 地 上 か ら 立 ち が る 鉛 直 方 向 の 脚 柱 が 必 ず 必 要

で あ る 。 そ し て 、 該 横 梁 と 脚 柱 と が 交 差 す る 箇 所 は 溶 接 継 手 に よ っ て 接 合 さ れ 、 か か る 直

角 な 構 造 部 材 と な る 部 分 を 隅 角 部 と 称 し て い る 。 そ し て 、 か か る 隅 角 部 は 水 平 方 向 の 力 を
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鉛 直 方 向 の 力 に 伝 達 す る こ と か ら 、 応 力 状 態 が 複 雑 に な り 、 局 部 的 な 応 力 集 中 を 生 じ 、 破

損 原 因 の 一 つ と な っ て い た 。 特 に 、 脚 柱 の 内 側 の 側 面 鋼 板 と 横 梁 の 天 面 鋼 板 ま た は 地 面 鋼

板 と の 接 合 部 、 す な わ ち 、 正 面 鋼 板 が 正 面 視 Ｌ 字 状 （ ま た は 正 面 視 Ｔ 字 状 ） で あ っ て 、 そ

の 一 部 が 脚 柱 の 正 面 鋼 板 を 他 の 部 分 が 横 梁 の 正 面 鋼 板 を 形 成 す る 場 合 、 該 正 面 鋼 板 の 隅 部

付 近 で は 垂 直 応 力 が 高 く な る 現 象 が 生 じ て い た 。

　 こ の た め 、 隅 角 部 を 補 強 す る 構 造 と し て 、 前 記 正 面 鋼 板 の 隅 部 を 覆 う パ ッ チ プ レ ー ト を

溶 接 し た り 、 前 記 正 面 鋼 板 の 隅 部 に リ ブ を 溶 接 し た り す る 技 術 に 加 え 、 横 梁 と 脚 柱 と に そ

れ ぞ れ 定 着 部 材 を 設 置 し 、 該 定 着 部 材 間 に 緊 張 状 態 の Ｐ Ｃ ケ ー ブ ル を 架 け 渡 す こ と に よ っ

て 脚 柱 か ら 横 梁 へ 伝 達 さ れ る 力 の 流 れ を バ イ パ ス す る 発 明 が 開 示 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特

許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ９ ４ ０ ４ 号 公 報 （ ３ 頁 、 図 １ ）

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 図 １ ６ は 、 従 来 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 に お け る 溶 接 線 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 で あ る 。 図 １

６ に お い て 、 隅 角 部 ９ ０ ０ は 脚 柱 ９ １ ０ と 横 梁 ９ ２ ０ と が 接 合 す る 部 位 で あ る 。 脚 柱 ９ １

０ は 一 対 の 正 面 鋼 板 ９ ０ １ と 一 対 の 側 面 鋼 板 ９ ０ ２ と に よ っ て 断 面 矩 形 状 に 形 成 さ れ 、 横

梁 ９ ２ ０ は 一 対 の 正 面 鋼 板 ９ ０ １ と 地 面 鋼 板 ９ ０ ３ と 天 面 鋼 板 ９ ０ ７ と に よ っ て 断 面 矩 形

状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の と き 、 脚 柱 ９ １ ０ に は 正 面 鋼 板 ９ ０ １ と 側 面 鋼 板 ６ ０ ２ と を 接

合 す る ４ 条 の 溶 接 線 Ｗ ９ １ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 横 梁 ９ ２ ０ に は 正 面 鋼 板 ９ ０ １ と

地 面 鋼 板 ９ ０ ３ と を 接 合 す る ２ 条 の 溶 接 線 Ｗ ９ １ ３ と 、 正 面 鋼 板 ９ ０ １ と 天 面 鋼 板 ９ ０ ７

と を 接 合 す る ２ 条 の 溶 接 線 Ｗ ９ １ ７ と 、 が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 そ し て 、 側 面 鋼 板 ９ ０ ２ と 地 面 鋼 板 ９ ０ ３ と が １ 条 の 溶 接 線 Ｗ ９ ２ ３ に お い て 接 合 さ れ

、 側 面 鋼 板 ６ ０ ２ と 天 面 鋼 板 ９ ０ ７ と が 図 示 し な い 溶 接 線 に お い て 接 合 さ れ て い る 。 こ の

た め 、 溶 接 線 Ｗ ９ １ ２ と 溶 接 線 Ｗ ９ １ ３ と 溶 接 線 Ｗ ９ ２ ３ と が 一 点 「 Ｐ 」 に 集 中 し 、 溶 接

線 Ｗ ９ １ ２ と 溶 接 線 Ｗ ９ １ ７ と 図 示 し な い 溶 接 線 と が 一 点 に 集 中 し て い る 。 か か る 溶 接 線

の 集 中 す る 点 を 「 ３ 溶 接 線 交 差 部 」 と 称 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 そ う す る と 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 発 明 は 、 隅 角 部 の 応 力 低 減 効 果 や 変 形 拘 束 効 果 を

奏 す る も の の 、 依 然 と し て 以 下 の 問 題 が 残 っ て い た 。

　 （ あ ） ３ 溶 接 線 交 差 部 が 形 成 さ れ 、 ３ 溶 接 線 交 差 部 は 各 溶 接 線 の 開 始 点 ま た は 終 了 点 と

な り 、 溶 接 欠 陥 が 入 り 易 い 。

　 （ い ） 隅 角 部 の 溶 接 品 質 は 外 観 検 査 の ほ か 超 音 波 探 傷 検 査 （ Ｕ Ｔ 検 査 ） な ど に よ り 確 認

さ れ る が 、 ３ 溶 接 線 交 差 部 の Ｕ Ｔ 検 査 は 熟 練 の 技 術 者 に と っ て も 相 当 の 難 し さ が あ り 、 検

査 結 果 の 信 頼 性 に 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は か か る 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 ３ 溶 接 線 交 差 部 を 消 失 す る

と 共 に 、 Ｕ Ｔ 検 査 を 容 易 に し て 品 質 保 証 を 確 実 に す る こ と が で き る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 お よ

び そ の 製 作 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 （ １ ） 本 発 明 に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 お よ び 該 柱 脚 部 分

に 直 交 す る 一 対 の 側 面 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て 地 上 か ら 立 ち 上 が る 鉛 直 方 向 の 鋼 製 脚 柱 と 、 前

記 一 対 の 正 面 鋼 板 の 横 梁 部 分 お よ び 該 横 梁 部 分 に 直 交 す る 一 対 の 平 面 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て

前 記 鋼 製 柱 脚 に 支 持 さ れ る 鋼 製 横 梁 と 、 が 交 差 す る 部 分 で あ る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 で あ っ て

、

　 前 記 横 梁 部 分 と 前 記 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 前 記 正 面 鋼 板 に 略 三 角 形 状 の フ ィ レ ッ ト 部 分 が

一 体 形 成 さ れ て い る と 共 に 、 前 記 一 対 の 平 面 鋼 板 の 一 方 ま た は 両 方 の 角 部 に 、 該 平 面 鋼 板
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と 前 記 正 面 鋼 板 お よ び 前 記 側 面 鋼 板 と の 溶 接 始 端 部 を 除 去 す る 略 矩 形 状 の ス カ ラ ッ プ が 形

成 さ れ 、

　 前 記 ス カ ラ ッ プ は 、 前 記 正 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 １ 平 研 削 面 と 、 該 第 １ 平 研 削 面 に 連 続 し 、

前 記 正 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど 前 記 側 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 １ 円 研 削 面 と 、 前 記

側 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 ２ 平 研 削 面 と 、 該 第 ２ 平 研 削 面 に 連 続 し 、 前 記 側 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど

前 記 正 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 ２ 円 研 削 面 と 、 前 記 正 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と

の 溶 接 位 置 に 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 円 弧 状 の 第 ３ 円 研 削 面 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と

す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 （ ２ ） ま た 、 前 記 鋼 製 脚 柱 の 内 部 で 、 前 記 平 面 鋼 板 と 略 同 一 面 内 に ダ イ ヤ フ ラ ム が 設 置

さ れ 、 該 ダ イ ヤ フ ラ ム の 角 部 に 、 該 ダ イ ヤ フ ラ ム と 前 記 正 面 鋼 板 お よ び 前 記 側 面 鋼 板 と の

溶 接 始 端 部 を 除 去 す る ス カ ラ ッ プ が 形 成 さ れ 、

　 前 記 ス カ ラ ッ プ は 、 前 記 正 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 １ 平 研 削 面 と 、 該 第 １ 平 研 削 面 に 連 続 し 、

前 記 正 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど 前 記 側 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 １ 円 研 削 面 と 、 前 記

側 面 鋼 板 に 垂 直 な 第 ２ 平 研 削 面 と 、 該 第 ２ 平 研 削 面 に 連 続 し 、 前 記 側 面 鋼 板 に 近 づ く ほ ど

前 記 正 面 鋼 板 に 徐 々 に 近 接 す る 円 弧 状 の 第 ２ 円 研 削 面 と 、 前 記 正 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と

の 溶 接 位 置 に 対 向 す る 位 置 に 形 成 さ れ た 円 弧 状 の 第 ３ 円 研 削 面 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と

す る 。

　 （ ３ ） ま た 、 前 記 ス カ ラ ッ プ が 円 弧 状 の 隅 部 を 具 備 し て 超 音 波 探 傷 検 査 用 の 探 触 子 が 浸

入 自 在 な 略 矩 形 状 で あ っ て 、 該 探 触 子 に よ っ て 前 記 正 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と の 溶 接 部 が

検 査 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 （ ４ ） さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部

分 お よ び 該 柱 脚 部 分 に 直 交 す る 一 対 の 側 面 鋼 板 か ら 形 成 さ れ て 地 上 か ら 立 ち 上 が る 鉛 直 方

向 の 鋼 製 脚 柱 と 、 前 記 一 対 の 正 面 鋼 板 の 横 梁 部 分 お よ び 該 横 梁 部 分 に 直 交 す る 一 対 の 平 面

鋼 板 か ら 形 成 さ れ て 前 記 鋼 製 柱 脚 に 支 持 さ れ る 鋼 製 横 梁 と 、 が 交 差 す る 部 分 で あ る 鋼 製 橋

脚 の 隅 角 部 に お い て 、

　 前 記 平 面 鋼 板 を 前 記 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 お よ び 前 記 側 面 鋼 板 に 溶 接 す る 第 一 工 程 と 、

　 該 第 一 工 程 に お い て 溶 接 し た 溶 接 部 を 検 査 す る 第 二 工 程 と 、

　 前 記 平 面 鋼 板 の 角 部 と 、 前 記 平 面 鋼 板 と 前 記 正 面 鋼 板 の 柱 脚 部 分 と の 溶 接 部 の 始 端 部 ま

た は 終 端 部 と 、 前 記 平 面 鋼 板 と 前 記 側 面 鋼 板 と の 溶 接 部 の 始 端 部 ま た は 終 端 部 と を 、 除 去

す る 第 三 工 程 と 、

　 前 記 側 面 鋼 板 を 前 記 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 に 溶 接 す る 第 四 工 程 と 、

　 該 第 三 工 程 に お い て 除 去 し た 除 去 部 分 の 表 面 を 研 削 し て ス カ ラ ッ プ を 形 成 す る 第 五 工 程

と 、

　 該 第 四 工 程 に お い て 溶 接 し た 溶 接 部 を 検 査 す る 第 六 工 程 と 、

を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 （ ５ ） ま た 、 前 記 第 四 工 程 の 後 で 前 記 第 六 工 程 の 前 に 、 前 記 第 四 工 程 に お い て 溶 接 し た

溶 接 部 の 表 面 の う ち 少 な く と も 前 記 平 面 鋼 板 と 略 同 一 面 内 に あ る 範 囲 を 研 削 す る 工 程 を 有

す る こ と を 特 徴 と す る 。

　 （ ６ ） ま た 、 前 記 側 面 鋼 板 に 開 先 が 形 成 さ れ 、 該 側 面 鋼 板 と 前 記 平 面 鋼 板 と の 溶 接 部 が

前 記 開 先 に 到 達 し な い こ と を 特 徴 と す る 。

　 （ ７ ） ま た 、 前 記 第 一 工 程 に 先 行 し て 、 前 記 平 面 鋼 板 の 角 部 の 一 部 が 予 め 除 去 さ れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 。

　 （ ８ ） ま た 、 前 記 横 梁 部 分 と 前 記 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 前 記 正 面 鋼 板 に 略 三 角 形 状 の フ ィ

レ ッ ト 部 分 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 は 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
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　 （ ｉ ） 正 面 鋼 板 の 横 梁 部 分 と 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 略 三 角 形 状 の フ ィ レ ッ ト 部 分 が 形 成 さ

れ る か ら 、 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ る 。 ま た 、 平 面 鋼 板 の 角 部 に 溶 接 始 終 端 部 （ 溶 接 始 端 部 ま

た は 溶 接 終 端 部 を ま と め て 溶 接 始 終 端 部 と 称 し て い る ） を 除 去 す る ス カ ラ ッ プ が 形 成 さ れ

る か ら 、 溶 接 線 の ３ 溶 接 線 交 差 部 が 消 失 す る と 共 に 溶 接 欠 陥 の 発 生 し 易 い 部 位 が 撤 去 さ れ

る 。 よ っ て 、 隅 角 部 に お け る 溶 接 品 質 が 向 上 し 、 破 損 の 防 止 、 耐 久 性 の 向 上 お よ び 保 全 コ

ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 （ ｉ ｉ ） 隅 角 部 の 鋼 製 脚 柱 の 内 部 に ダ イ ヤ フ ラ ム が 設 置 さ れ 、 該 ダ イ ヤ フ ラ ム の 角 部 に

溶 接 始 終 端 部 を 除 去 す る ス カ ラ ッ プ が 形 成 さ れ る か ら 、 隅 角 部 に お け る 溶 接 品 質 が 向 上 し

、 破 損 の 防 止 、 耐 久 性 の 向 上 お よ び 保 全 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

　 （ ｉ ｉ ｉ ） 正 面 鋼 板 に 形 成 さ れ た ス カ ラ ッ プ 内 に 超 音 波 探 傷 検 査 用 の 探 触 子 が 浸 入 自 在

で あ る か ら 、 正 面 鋼 板 と 側 面 鋼 板 と を 接 合 す る 溶 接 部 の 検 査 が 容 易 か つ 確 実 に な り 、 検 査

結 果 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。 よ っ て 、 隅 角 部 の 品 質 保 証 が 確 実 に な る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 は 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。

　 （ ｉ ｖ ） 平 面 鋼 板 と 正 面 鋼 板 の 脚 柱 部 分 と の 溶 接 部 、 お よ び 平 面 鋼 板 と 側 面 鋼 板 と の 溶

接 部 を 検 査 す る 第 二 工 程 と 、 平 面 鋼 板 と 正 面 鋼 板 の 柱 脚 部 分 と の 溶 接 部 の 溶 接 始 終 端 部 、

お よ び 平 面 鋼 板 と 側 面 鋼 板 と の 溶 接 始 終 端 部 と を 、 除 去 す る 第 三 工 程 と 、 側 面 鋼 板 と 正 面

鋼 板 の 脚 柱 部 分 と の 溶 接 部 を 検 査 す る 第 六 工 程 と 、 を 有 す る か ら 、 溶 接 部 が 容 易 に 検 査 さ

れ る と 共 に 、 欠 陥 の 発 生 す る お そ れ の 高 い 部 位 が 除 去 さ れ る 。 よ っ て 、 隅 角 部 に お け る 溶

接 品 質 の 保 証 が 確 実 に な る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 （ ｖ ） 溶 接 部 の 表 面 の う ち 所 定 範 囲 を 研 削 す る か ら 、 該 研 削 面 に 超 音 波 探 傷 検 査 用 の 探

触 子 が 正 確 に 当 接 し て 検 査 精 度 が 向 上 す る と 共 に 、 隅 部 が 滑 ら か な 円 弧 状 に な り 応 力 集 中

が さ ら に 緩 和 さ れ る 。 よ っ て 、 前 記 効 果 が 促 進 さ れ る 。

　 （ ｖ ｉ ） 溶 接 部 が 側 面 鋼 板 に 形 成 さ れ た 開 先 に 到 達 し な い か ら 、 ３ 溶 接 線 交 差 部 が 形 成

さ れ る こ と は な く 、 前 記 効 果 が 促 進 さ れ る 。

　 （ ｖ ｉ ｉ ） 平 面 鋼 板 の 角 部 の 一 部 が 予 め 除 去 さ れ て い る か ら 、 平 面 鋼 板 の 板 厚 が 厚 い 場

合 、 側 面 鋼 板 お よ び 正 面 鋼 板 の 残 留 応 力 が 小 さ く な る 。 よ っ て 、 前 記 効 果 が 促 進 さ れ る 。

　 （ ｖ ｉ ｉ ｉ ） 正 面 鋼 板 が 横 梁 部 分 （ 矩 形 範 囲 ） と 脚 柱 部 分 （ 矩 形 範 囲 ） と こ れ に 跨 っ て

配 置 さ れ た フ ィ レ ッ ト 部 分 （ 略 三 角 形 ） と に よ っ て 形 成 さ れ る か ら 、 隅 角 部 は 補 強 お よ び

補 剛 さ れ る 。 よ っ て 、 前 記 効 果 が 促 進 さ れ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ［ 実 施 形 態 １ ］

　 （ 鋼 製 橋 脚 そ の １ ）

　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 を 有 す る 鋼 製 橋 脚 を 示 す 概 略 斜 視 図

で あ る 。 図 １ に お い て 、 鋼 製 橋 脚 １ ０ ０ ０ は 、 地 上 か ら 立 ち 上 が る 鉛 直 方 向 の 一 対 の 脚 柱

１ ０ と 、 脚 柱 １ ０ に 接 合 さ れ た 横 梁 ２ ０ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 脚 柱 １ ０ と 横 梁

２ ０ と の 接 合 部 を 、 隅 角 部 １ ０ ０ と 称 す 。 な お 、 図 １ に お い て 説 明 の 便 宜 上 、 鋼 製 橋 脚 １

０ ０ ０ の 逆 Ｕ 字 状 に 見 え る 面 （ 橋 軸 に 直 行 す る 面 ） を 「 正 面 」 、 こ れ に 直 交 す る 面 （ 橋 軸

に 平 行 す る 面 ） を 「 側 面 」 、 地 上 に 平 行 す る 面 を 「 平 面 ま た は 天 面 あ る い は 地 面 」 と 、 そ

れ ぞ れ 定 義 す る 。 そ し て 、 以 下 の 説 明 に お い て 、 同 じ 部 分 ま た は 相 当 す る 部 分 に 同 じ 符 号

を 付 し 、 一 部 の 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 （ 隅 角 部 の 横 梁 側 ）

　 図 ２ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 １ ０ ０ を 模 式 的 に 示 す 、 （ ａ ） は 斜

視 図 、 （ ｂ ） は 一 部 断 面 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 隅 角 部 １ ０ ０ は 、 断 面 矩 形 の 鋼

製 脚 柱 １ ０ １ と 断 面 矩 形 の 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ と が 交 差 す る 部 分 で あ る 。

　 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 １ と 一 対 の 側 面 鋼 板 ２ と か ら 形 成 さ れ 、 鋼 製 横 梁 １
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０ ３ は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 １ と 一 対 の 側 面 鋼 板 ２ と 地 面 鋼 板 ３ と 天 面 鋼 板 ７ と か ら 形 成 さ れ

て い る 。 な お 、 正 面 鋼 板 １ は 、 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ と 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ と に 跨 っ た 正 面 視 で 略 Ｌ

字 状 の 一 体 鋼 板 で あ る た め 、 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ を 形 成 す る 範 囲 を 、 便 宜 上 「 正 面 鋼 板 脚 柱 部

分 （ 図 中 、 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ に て 囲 ま れ た 矩 形 範 囲 ） 」 と 、 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ を 形 成 す る 範 囲 を 、 便

宜 上 「 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 （ 図 中 、 Ｂ Ｅ Ｆ Ｇ に て 囲 ま れ た 矩 形 範 囲 ） 」 と 称 す 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ま た 、 正 面 鋼 板 １ に は 、 前 記 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 と 正 面 鋼 板 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 略 三 角 形

状 の フ ィ レ ッ ト 部 分 （ 図 中 、 Ｇ Ｈ Ｉ に て 囲 ま れ た 範 囲 ） が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 地 面

鋼 板 ３ の 角 部 に は ス カ ラ ッ プ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ス カ ラ ッ プ ４ の 形 成 に よ

っ て 当 該 部 分 の 剛 性 や 強 度 が 低 下 す る も の の 、 か か る 剛 性 や 強 度 の 低 下 は 前 記 フ ィ レ ッ ト

部 分 の 形 成 に よ っ て カ バ ー さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 そ し て 、 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ で は 、 正 面 鋼 板 １ と 側 面 鋼 板 ２ と が 溶 接 線 Ｗ １ ２ に お い て 接 合

さ れ 、 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ で は 、 正 面 鋼 板 １ と 地 面 鋼 板 ３ と が 溶 接 線 Ｗ １ ３ に お い て 、 正 面 鋼

板 １ と 天 面 鋼 板 ７ と が 溶 接 線 Ｗ １ ７ に お い て 、 そ れ ぞ れ 接 合 さ れ て い る 。

　 ま た 、 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ と 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ と の 間 で は 、 側 面 鋼 板 ２ に 地 面 鋼 板 ３ お よ び 天

面 鋼 板 ７ が 溶 接 線 Ｗ ２ ３ お よ び 溶 接 線 Ｗ ２ ７ に お い て そ れ ぞ れ 接 合 さ れ て い る 。

　 な お 、 正 面 鋼 板 １ は 、 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ お よ び 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ に 共 通 す る 部 材 で あ る か ら

、 正 面 鋼 板 脚 柱 部 分 と 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 と が 溶 接 接 合 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 こ の と き 、 溶 接 線 Ｗ １ ３ の 延 長 線 と 溶 接 線 Ｗ ２ ３ の 延 長 線 は 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ 上 に お い て

交 差 す る こ と に な る が 、 地 面 鋼 板 ３ に ス カ ラ ッ プ ４ が 形 成 さ れ て い る た め 、 溶 接 線 Ｗ １ ２

、 Ｗ １ ３ 、 Ｗ ２ ３ が 一 点 で 交 差 す る こ と が な い 。

　 同 様 に 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ の 延 長 線 と 溶 接 線 Ｗ ２ ７ の 延 長 線 は 、 溶 接 線 Ｗ １ ７ 上 に お い て 交

差 す る こ と に な る が 、 側 面 鋼 板 ２ に ス カ ラ ッ プ ８ が 形 成 さ れ て い る た め 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ 、

Ｗ ２ ７ 、 Ｗ １ ７ が 一 点 で 交 差 す る こ と が な い 。

　 す な わ ち 、 ス カ ラ ッ プ ４ 、 ８ に よ っ て 、 ３ 溶 接 線 交 差 部 が 形 成 さ れ な い か ら 、 溶 接 欠 陥

の 発 生 な い し 残 留 が 最 少 に 抑 え ら れ て い る 。 な お 、 図 ２ に お け る 位 置 「 Ｂ 」 お よ び 位 置 「

Ｈ 」 は 図 １ ６ に お け る ３ 溶 接 線 交 差 部 「 Ｐ 」 に 相 当 し て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 （ 隅 角 部 の 脚 柱 内 ）

　 隅 角 部 １ ０ ０ の 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ の 内 部 に は ダ イ ヤ フ ラ ム ５ が 、 鋼 製 横 梁 １ ０ ３ の 地 面 鋼

板 ３ と 略 同 一 面 内 に 配 置 さ れ 、 正 面 鋼 板 １ に は 溶 接 線 Ｗ １ ５ に お い て 、 側 面 鋼 板 ２ に は 溶

接 線 Ｗ ２ ５ に お い て 接 合 さ れ て い る 。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 角 部 に は ス カ ラ ッ プ ６ が 形

成 さ れ て い る 。

　 し た が っ て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 配 置 に よ っ て 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ の 剛 性 お よ び 強 度 が 向 上 し

、 ス カ ラ ッ プ ６ の 形 成 に よ っ て ３ 溶 接 線 交 差 部 の 形 成 が 阻 止 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 鋼

製 横 梁 １ ０ ２ 側 （ 鋼 製 脚 柱 １ ０ １ の 外 側 ） と 同 様 、 隅 角 部 １ ０ ０ の 破 損 が 防 止 さ れ 、 溶 接

品 質 が 保 証 さ れ 、 耐 久 性 の 向 上 お よ び 保 全 コ ス ト の 低 減 が 図 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 （ 溶 接 線 ）

　 図 ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 １ ０ ０ に お け る 溶 接 線 を 説 明 す る 概

略 斜 視 図 お よ び 部 分 平 面 図 で あ る 。 図 ３ に お い て 、 側 面 鋼 板 ２ の 端 部 に は Ｖ 開 先 が 形 成 さ

れ 、 該 Ｖ 開 先 に お い て 全 面 溶 け 込 み 溶 接 が な さ れ て い る （ 溶 接 線 Ｗ １ ２ ） 。 ま た 、 地 面 鋼

板 ３ の 端 部 に は Ｖ 開 先 が 形 成 さ れ 、 該 Ｖ 開 先 に お い て 全 面 溶 け 込 み 溶 接 が な さ れ て い る （

溶 接 線 Ｗ １ ３ お よ び 溶 接 線 Ｗ ２ ３ ） そ し て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 端 部 に も Ｖ 開 先 が 形 成 さ れ

、 該 Ｖ 開 先 に お い て 全 面 溶 け 込 み 溶 接 が な さ れ て い る （ 溶 接 線 Ｗ １ ５ お よ び 溶 接 線 Ｗ ２ ５

） 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 、 溶 接 線 Ｗ １ ３ 、 Ｗ ２ ３ 、 Ｗ １ ５ お よ び Ｗ ２ ５ の 溶 接 始 終 端 部 を 含 む 範 囲 が 除 去
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さ れ る と 共 に 、 研 削 さ れ て ス カ ラ ッ プ ４ 、 ６ が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の

溶 接 始 端 部 に は 滑 ら か な 平 面 状 の 平 研 削 面 Ｖ １ ３ 、 Ｖ ２ ３ 、 Ｖ １ ５ 、 お よ び Ｖ ２ ５ 、 並 び

に 滑 ら か な 曲 面 状 の 円 研 削 面 Ｒ １ ３ 、 Ｒ ２ ３ 、 Ｒ １ ５ 、 お よ び Ｒ ２ ５ が 表 れ て い る か ら 、

溶 接 部 の 検 査 が 容 易 に な り 、 仮 に 溶 接 欠 陥 が 発 生 し た と し て も 、 こ れ を 容 易 に 発 見 す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 （ ス カ ラ ッ プ ）

　 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 に お け る ス カ ラ ッ プ の 形 状 の 決 定 要

領 を 模 式 的 に 説 明 す る 平 面 図 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の ス カ ラ ッ プ ６ は 平

面 視 で 略 矩 形 で あ っ て 、 ス カ ラ ッ プ ６ の 空 間 内 に 超 音 波 探 傷 検 査 用 の 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ）

５ ０ ０ が 浸 入 自 在 で 、 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ） ５ ０ ０ を 側 面 鋼 板 （ 柱 の フ ラ ン ジ に 相 当 す る ）

２ に 当 接 し て 、 側 面 鋼 板 ２ と 正 面 鋼 板 （ 柱 の ウ ェ ブ に 相 当 す る ） １ と の 溶 接 部 （ 溶 接 線 Ｗ

１ ２ ） を 検 査 可 能 に す る 大 き さ で あ っ て 、 同 時 に 、 溶 接 ト ー チ （ 図 示 し な い ） が 浸 入 容 易

な 大 き さ に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 す な わ ち 、 ス カ ラ ッ プ ６ の 高 さ Ｈ ６ は 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ） ５ ０ ０ が 浸 入 で き る 大 き さ で

、 ス カ ラ ッ プ ６ の 幅 Ｂ ６ は 溶 接 線 Ｗ １ ２ の 全 域 （ ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 脚 長 の 裾 野 か ら 平 面 鋼

板 ３ 側 の 脚 長 裾 野 ま で ） が 斜 角 探 傷 で き る 大 き さ に な っ て い る 。 し た が っ て 、 幅 Ｂ ６ お よ

び 高 さ Ｈ ６ は 側 面 鋼 板 ２ の 板 厚 Ｔ ２ に よ っ て 決 定 さ れ る 。 た と え ば 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ２ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ ８ ５ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ３ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ０ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ ９ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ４ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ０ ５ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ １ ０ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ５ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ２ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ １ １ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ６ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ３ ５ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ １ ２ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ７ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ５ ５ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ １ ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 板 厚 Ｔ ２ ＝ ８ ０ ｍ ｍ の と き 、 幅 Ｂ ６ ＝ １ ７ ０ ｍ ｍ 、 高 さ Ｈ ６ ＝ １ ４ ０ ｍ ｍ で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 溶 接 線 Ｗ １ ５ の 平 研 削 面 Ｖ １ ５ に は 円 研 削 面 Ｒ １ ５ （ た と え ば 、 半 径 ２ ０ ｍ ｍ ）

が 形 成 さ れ 、 溶 接 線 Ｗ ２ ５ の 平 研 削 面 Ｖ ２ ５ に は 円 研 削 面 Ｒ ２ ５ （ た と え ば 、 半 径 ２ ０ ｍ

ｍ ） が 形 成 さ れ 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ の 対 角 位 置 に は 円 研 削 面 Ｒ ６ （ た と え ば 、 Ｒ ６ の 半 径 ＝ Ｈ

６ － ５ ０ ｍ ｍ ） が 形 成 さ れ て い る か ら 、 表 面 が 滑 ら か で あ っ て 、 応 力 集 中 が 緩 和 さ れ て い

る 。 ま た 、 溶 接 線 Ｗ ２ ３ 、 Ｗ ２ ５ は 側 面 鋼 板 ２ の 表 面 と 同 一 平 面 に 研 削 さ れ て い る か ら 、

溶 接 線 Ｗ １ ２ の 超 音 波 探 傷 検 査 の 精 度 が 向 上 し て い る 。

　 な お 、 以 上 は 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ に つ い て ス カ ラ ッ プ ６ を 例 に し て 説 明 し て い る が 、 平 面

鋼 板 ３ の ス カ ラ ッ プ ４ ま た は 側 面 鋼 板 ２ の ス カ ラ ッ プ ８ に つ い て も 同 様 で あ る 。 ま た 、 上

記 数 値 は 一 例 で あ っ て 、 本 発 明 は ス カ ラ ッ プ を 前 記 形 状 お よ び 前 記 大 き さ に 限 定 す る も の

で は な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ［ 実 施 形 態 ２ ］

　 （ 鋼 製 橋 脚 そ の ２ ）

　 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 を 有 す る 鋼 製 橋 脚 を 示 す 概 略 斜 視 図

で あ る 。 図 ５ に お い て 、 鋼 製 橋 脚 ２ ０ ０ ０ は 、 地 上 か ら 立 ち 上 が る 鉛 直 方 向 の 一 対 の 脚 柱

１ ０ と 、 脚 柱 １ ０ に 接 合 さ れ た 横 梁 ２ ０ お よ び 下 部 横 梁 ３ ０ と 、 横 梁 ２ ０ に 接 合 さ れ た 主

桁 ４ ０ と 、 か ら 形 成 さ れ て い る 。

　 そ し て 、 脚 柱 １ ０ と 横 梁 ２ ０ と の 接 合 部 （ 正 面 視 Ｌ 字 状 部 分 ） を 上 部 隅 角 部 ２ ０ ０ と 、

脚 柱 １ ０ と 下 部 横 梁 ３ ０ と の 接 合 部 （ 正 面 視 Ｔ 字 状 部 分 ） を 下 部 隅 角 部 ３ ０ ０ と 称 す 。 な

お 、 上 部 隅 角 部 ２ ０ ０ は 実 施 形 態 １ に お け る 隅 角 部 １ ０ ０ に 同 じ で あ る か ら 説 明 を 省 略 す

る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 （ 下 部 隅 角 部 ）
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　 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 下 部 隅 角 部 ３ ０ ０ を 模 式 的 に 示 す 斜 視 図 お

よ び 一 部 断 面 の 斜 視 図 で あ る 。 図 ６ に お い て 、 下 部 隅 角 部 ３ ０ ０ は 、 鉛 直 方 向 の 下 部 鋼 製

脚 柱 ３ ０ １ と こ れ に 直 交 す る 下 部 鋼 製 横 梁 ３ ０ ３ と が 交 差 す る 部 分 で あ る 。

　 そ し て 、 下 部 鋼 製 脚 柱 ３ ０ １ は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 １ （ 正 面 視 で 略 Ｔ 字 状 ） の 正 面 鋼 板 脚

柱 部 分 （ 図 中 、 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ に て 囲 ま れ た 矩 形 範 囲 ） お よ び 該 正 面 鋼 板 柱 脚 部 分 に 直 交 す る 一

対 の 側 面 鋼 板 ２ か ら 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 下 部 鋼 製 横 梁 ３ ０ ３ は 、 一 対 の 正 面 鋼 板 １ （

正 面 視 で 略 Ｔ 字 状 ） の 正 面 鋼 板 横 張 部 分 （ 図 中 、 Ｋ Ｅ Ｆ Ｈ に て 囲 ま れ た 矩 形 範 囲 ） お よ び

該 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 に 直 交 す る 一 対 の 平 面 鋼 板 ３ か ら 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 下 部 隅 角

部 ３ ０ ０ の 内 部 に は 実 施 形 態 １ と 同 様 に ダ イ ヤ フ ラ ム ５ が 設 置 さ れ て い る 。

　 な お 、 平 面 鋼 板 ３ は 実 施 形 態 １ に お け る 地 面 鋼 板 ３ に 相 当 す る た め 、 同 じ 符 号 を 付 し て

い る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ し て 、 正 面 鋼 板 １ に は 、 前 記 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 と 正 面 鋼 板 脚 柱 部 分 と に 跨 っ て 、 一 対

の 略 三 角 形 状 の フ ィ レ ッ ト 部 分 （ 図 中 、 Ｇ Ｈ Ｉ に て 囲 ま れ た 範 囲 、 お よ び Ｊ Ｋ Ｌ に て 囲 ま

れ た 範 囲 ） が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 平 面 鋼 板 ３ の 角 部 に は ス カ ラ ッ プ ４ が 、 ダ イ ヤ フ ラ

ム ５ の 角 部 に は ス カ ラ ッ プ ６ が 、 そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。

　 し た が っ て 、 ス カ ラ ッ プ ４ 、 ６ の 形 成 に よ っ て 当 該 部 分 の 剛 性 や 強 度 が 低 下 す る も の の

、 か か る 剛 性 や 強 度 の 低 下 は 一 対 の フ ィ レ ッ ト 部 分 に よ っ て カ バ ー さ れ て い る 。 そ し て 、

ス カ ラ ッ プ ４ 、 ６ に よ っ て ３ 溶 接 線 交 差 部 の 形 成 が 阻 止 さ れ て い る か ら 、 溶 接 欠 陥 の 発 生

な い し 残 留 が 最 少 に 抑 え ら れ て い る 。 な お 、 図 ６ に お け る 位 置 「 Ｈ 」 お よ び 位 置 「 Ｋ 」 は

図 １ ６ に お け る ３ 溶 接 線 交 差 部 「 Ｐ 」 に 相 当 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ［ 実 施 形 態 ３ ］

　 （ 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 ）

　 図 ７ ～ 図 １ ３ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 概 略

斜 視 図 ま た は 部 分 平 面 図 で あ る 。 以 下 、 各 工 程 を 追 っ て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 （ 第 一 工 程 ）

　 図 ７ の （ ａ ） に お い て 、 平 面 鋼 板 ３ を 、 正 面 鋼 板 １ の 正 面 鋼 板 横 梁 部 分 お よ び 側 面 鋼 板

２ の 外 面 に 溶 接 す る （ 溶 接 線 Ｗ １ ３ 、 Ｗ ２ ３ ） 。 ま た 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ を 、 正 面 鋼 板 １ の

正 面 鋼 板 脚 柱 部 分 お よ び 側 面 鋼 板 ２ の 内 面 に 溶 接 す る （ 溶 接 線 Ｗ １ ５ 、 Ｗ ２ ５ ） 。 こ の と

き 、 溶 接 方 向 は 限 定 す る も の で は な く 、 矢 印 で 示 す 何 れ の 方 向 に 向 か っ て 溶 接 を 進 め て も

よ い 。 た と え ば 、 位 置 Ｘ ３ の 近 傍 （ 概 ね 位 置 Ｘ ３ ～ 位 置 Ｘ ４ の 範 囲 ） か ら 溶 接 を 開 始 す る

場 合 は 、 当 該 範 囲 を 「 溶 接 始 端 部 」 と 称 し 、 位 置 Ｘ ３ の 近 傍 （ 概 ね 位 置 Ｘ ３ ～ 位 置 Ｘ ４ の

範 囲 ） に お い て 溶 接 を 終 了 す る 場 合 は 、 当 該 範 囲 を 「 溶 接 終 端 部 」 と 称 し 、 以 下 、 溶 接 終

端 部 と 溶 接 始 端 部 と を ま と め て 「 溶 接 始 終 端 部 」 と 称 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ７ の （ ｂ ） に お い て 、 側 面 鋼 板 ２ の 端 部 に は 開 先 （ 位 置 Ｙ １ － Ｙ ２ を 結 ぶ 面 ） が 形 成

さ れ 、 溶 接 線 Ｗ ２ ５ は 該 開 先 （ 位 置 Ｙ ２ ） に 到 達 す る こ と な く 、 位 置 Ｙ ３ で 終 わ っ て い る

。 す な わ ち 、 位 置 Ｙ ２ ～ 位 置 Ｙ ３ の 範 囲 が 未 溶 接 部 と な り 、 位 置 Ｙ ３ の 近 傍 （ 概 ね 位 置 Ｙ

３ ～ 位 置 Ｙ ４ の 範 囲 ） が 溶 接 始 終 端 部 と な る 。 こ の と き 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 角 部 に は 矩 形

状 の 面 取 り 部 分 ６ ０ （ 平 面 視 で 位 置 Ｘ ３ － Ｚ １ － Ｙ ３ を 結 ぶ 範 囲 ） が 形 成 さ れ て い る か ら

、 面 取 り 部 分 ６ ０ を 除 い た 範 囲 を 溶 接 す れ ば 、 溶 接 始 終 端 部 が 前 記 開 先 （ 位 置 Ｙ １ － Ｙ ２

を 結 ぶ 面 ） に 到 達 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 さ ら に 、 面 取 り 部 分 ６ ０ に 連 結 す る 矩 形 状 の 貫 通 穴 ６ ３ （ 平 面 視 で 位 置 Ｚ １ － Ｚ ２ － Ｚ

３ － Ｚ ４ を 結 ぶ 面 ） が 形 成 さ れ て い る か ら 、 貫 通 穴 ６ ３ と 溶 接 線 Ｗ １ ５ と の 間 に タ ブ レ ッ

ト 部 分 ６ １ （ 平 面 視 で 位 置 Ｘ ３ － Ｚ １ － Ｚ ４ － Ｘ ４ を 結 ぶ 範 囲 ） が 形 成 さ れ 、 貫 通 穴 ６ ３

と 溶 接 線 Ｗ ２ ５ と の 間 に タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ ２ （ 平 面 視 で 位 置 Ｙ ３ － Ｙ ４ － Ｚ ２ － Ｚ １ を 結

ぶ 範 囲 ） が 形 成 さ れ た こ と に な る 。
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　 し た が っ て 、 平 面 鋼 板 ３ や ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 板 厚 が 厚 い 場 合 、 タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ １ 、 ６

２ は 、 溶 接 線 Ｗ １ ５ 、 Ｗ ２ ５ に 向 か っ て 比 較 的 容 易 に 変 形 す る た め 、 溶 接 後 の 残 留 応 力 を

低 減 す る 効 果 が 期 待 さ れ る 。 一 方 、 平 面 鋼 板 ３ や ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 板 厚 が 薄 い 場 合 に は 、

貫 通 穴 ６ ３ を 設 け る 必 要 が な い 。 な お 、 貫 通 穴 ６ ３ の 形 状 （ タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ １ 、 ６ ２ の

形 状 に 同 じ ） は 図 示 す る 矩 形 状 に 限 定 す る も の で は な く 、 た と え ば 、 貫 通 穴 ６ ３ を ス リ ッ

ト 状 の 切 り 込 み に し て 、 タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ １ 、 ６ ２ を 略 台 形 状 に し て も よ い 。

　 以 上 は 、 図 示 し な い 溶 接 線 Ｗ １ ３ お よ び Ｗ ２ ３ に お い て も 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 （ 第 二 工 程 ）

　 図 ８ に お い て 、 溶 接 線 Ｗ １ ５ お よ び Ｗ ２ ５ の 超 音 波 探 傷 検 査 を す る 。 す な わ ち 、 探 触 子

（ プ ロ ー ブ ） ６ ０ ０ を ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 表 面 に 当 接 し 、 タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ １ を 除 く 溶 接 線

Ｗ １ ５ お よ び タ ブ レ ッ ト 部 分 ６ ２ を 除 く 溶 接 線 Ｗ ２ ５ の 全 長 を 斜 角 探 傷 を す る 。 な お 、 前

記 の よ う に 、 貫 通 穴 ６ ３ を 設 け な い 場 合 あ る い は 貫 通 穴 ６ ３ が ス リ ッ ト で あ る 場 合 に は 、

面 取 り 部 分 ６ ０ に 略 到 達 す る ま で 斜 角 探 傷 を す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 （ 第 三 工 程 ）

　 図 ９ の （ ａ ） に お い て 、 平 面 鋼 板 ３ お よ び ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 角 部 を 、 後 記 す る 研 削 代 を

残 し て ス カ ラ ッ プ ４ お よ び ス カ ラ ッ プ ６ と 略 同 一 形 状 に 除 去 す る （ ガ ス 切 断 ま た は 切 削 加

工 等 ） 。

　 図 ９ の （ ｂ ） に お い て 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 角 部 で は 破 線 に て 示 す 範 囲 が 除 去 さ れ る た め

、 平 面 視 で 位 置 Ｙ ３ － Ｙ ５ － Ｚ ５ － Ｚ ６ － Ｚ ７ － Ｚ ８ － Ｘ ５ － Ｘ ３ を 結 ぶ 面 に 研 削 代 を 付

加 し た 面 が ガ ス 切 断 面 ま た は 切 削 加 工 面 等 と し て 表 れ る 。 な お 、 平 面 鋼 板 ３ の 角 部 に お い

て 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 （ 第 四 工 程 ）

　 図 １ ０ の （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に お い て 、 正 面 鋼 板 １ と 側 面 鋼 板 ２ と を 溶 接 す る （ 溶 接 線

Ｗ １ ２ ） 。 こ の と き 、 溶 接 ト ー チ ４ ０ ０ が 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ に 形 成 さ れ た ス カ ラ ッ プ ６ を

貫 通 自 在 で あ る か ら 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ の 溶 接 始 終 端 部 が ダ イ ヤ フ ラ ム ５ と 同 一 の 面 か ら 離 れ

る こ と に な る 。 す な わ ち 、 ガ ウ ジ ン グ 整 形 範 囲 が ダ イ ヤ フ ラ ム ５ と 同 一 の 面 か ら 離 れ 、 当

該 範 囲 に 溶 接 棒 の 継 ぎ 面 が 形 成 さ れ る た め 、 溶 接 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。 な お 、 第 四 工 程 は

後 記 第 五 工 程 の 後 に 実 行 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 （ 第 五 工 程 ）

　 図 １ １ に お い て 、 第 三 工 程 に お い て 表 れ た ガ ス 切 断 面 ま た は 切 削 加 工 を 研 削 し て 、 そ の

表 面 を 滑 ら か に す る 。 こ の と き 、 研 削 面 の 形 状 に 応 じ て グ ラ イ ン ダ の デ ィ ス ク 径 を 選 定 す

る 。

　 た と え ば 、 平 面 範 囲 で あ る 位 置 Ｙ ３ － Ｙ ５ の 範 囲 、 位 置 Ｙ ５ － Ｚ ６ の 範 囲 、 位 置 Ｚ ７ －

Ｚ ８ の 範 囲 、 位 置 Ｘ ３ － Ｘ ５ の 範 囲 、 位 置 Ｚ ５ － Ｚ ６ の 範 囲 、 お よ び 半 径 の 大 き な 曲 面 範

囲 で あ る 位 置 Ｚ ６ － Ｚ ７ の 範 囲 は デ ィ ス ク 径 の 大 き な グ ラ イ ン ダ ７ ０ ０ を 用 い 、 半 径 の 小

さ な 曲 面 範 囲 で あ る 位 置 Ｙ ５ － Ｚ ５ の 範 囲 、 位 置 Ｘ ５ － Ｚ ８ の 範 囲 は 、 デ ィ ス ク 径 の 小 さ

い グ ラ イ ン ダ ８ ０ ０ を 用 い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 し た が っ て 、 溶 接 線 Ｗ １ ５ の 溶 接 始 終 端 部 は 除 去 さ れ 、 そ の 端 に は 平 研 削 面 Ｖ １ ５ お よ

び 円 研 削 面 Ｒ １ ５ （ た と え ば 、 半 径 ２ ０ ｍ ｍ ） が 形 成 さ れ 、 溶 接 線 Ｗ ２ ５ の 溶 接 始 終 端 部

は 除 去 さ れ 、 そ の 端 に は 平 研 削 面 Ｖ ２ ５ お よ び 円 研 削 面 Ｒ ２ ５ （ た と え ば 、 半 径 ２ ０ ｍ ｍ

） が 形 成 さ れ る 。

　 な お 、 溶 接 線 Ｗ １ ５ 、 Ｗ ２ ５ の 幅 が 狭 い 場 合 や 円 研 削 面 Ｒ １ ５ 、 Ｒ ２ ５ の 半 径 が 大 き い

場 合 に は 、 平 面 状 の 平 研 削 面 Ｖ １ ５ 、 Ｖ ２ ５ が 表 れ な い こ と に な る 。 ま た 、 第 五 工 程 は 前

記 第 四 工 程 の 前 に 実 行 し て も よ い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 （ 第 五 工 程 の 追 加 工 程 ）

　 図 １ ２ に お い て 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ の ダ イ ヤ フ ラ ム ５ と 同 一 面 の 範 囲 、 す な わ ち 、 少 な く と

も ダ イ ヤ フ ラ ム ５ の 板 厚 範 囲 を 含 む 範 囲 を 、 デ ィ ス ク 径 の 小 さ い グ ラ イ ン ダ ８ ０ ０ を 用 い

て 、 滑 ら か な 平 面 状 の 平 研 削 面 Ｖ １ ２ と 滑 ら か な 曲 面 状 の 円 研 削 面 Ｒ １ ２ と に 形 成 し て い

る 。

　 な お 、 当 該 研 削 を 省 略 し て も よ い 。 こ の と き 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ は 溶 接 し た ま ま の 状 態 で ス

カ ラ ッ プ ６ を 通 過 す る こ と に な る 。 ま た 、 平 面 鋼 板 ３ に お け る ス カ ラ ッ プ ４ に お い て も 同

様 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 （ 第 六 工 程 ）

　 図 １ ３ に お い て 、 側 面 鋼 板 ２ の 表 面 に 超 音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ） ５ ０ ０ を 当

接 し て 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ を 斜 角 探 傷 し て い る 。 こ の と き 、 側 面 鋼 板 ２ の 両 面 に お い て 、 位 置

Ｙ ２ ～ Ｙ ５ の 範 囲 を 探 傷 す る こ と に よ り 、 ダ イ ヤ フ ラ ム ５ 側 の 溶 接 線 Ｗ １ ２ と 平 面 鋼 板 ３

側 の 溶 接 線 Ｗ １ ２ と の 全 域 を カ バ ー し て い る 。 ま た 、 位 置 Ｙ ２ ～ Ｙ ５ の 範 囲 は 平 面 状 に 研

削 さ れ て い る か ら 、 高 い 精 度 で 探 傷 す る こ と が で き る 。

　 な お 、 位 置 Ｙ ３ ～ Ｙ ５ の 範 囲 に は 溶 接 線 Ｗ ２ ５ が 溶 け 込 ん で い る （ 図 示 し て い な い ） た

め 、 当 該 溶 け 込 み 部 分 も 同 時 に 探 傷 し て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 し た が っ て 、 本 製 作 方 法 は 、 ス カ ラ ッ プ ４ 、 ６ を 形 成 し た こ と に よ っ て 、 溶 接 線 １ ２ と

溶 接 線 １ ５ と 溶 接 線 ２ ５ と が 成 り 行 き 上 交 差 し た で あ ろ う ３ 溶 接 線 交 差 部 の 形 成 が 阻 止 さ

れ て い る 。 し か も 、 ス カ ラ ッ プ ４ 、 ６ の 形 成 に 際 し て 溶 接 始 終 端 部 を 除 去 す る と 共 に 、 超

音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 が 当 接 す る 面 を 研 削 し て し て い る か ら 、 （ イ ） 溶 接 始 終 端 部 に 起 因

し て 入 り 易 い 溶 接 欠 陥 を 除 去 す る こ と が で き 、 （ ロ ） 溶 接 線 １ ２ の 溶 接 の 作 業 性 が 向 上 し

、 （ ハ ） 溶 接 線 １ ２ の 超 音 波 探 傷 検 査 の 信 頼 性 が 向 上 し て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 （ 超 音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 の 使 い 分 け ）

　 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ は 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 に お け る 超

音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 の 使 い 分 け の 一 例 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 で あ る 。 な お 、 ダ イ ヤ フ ラ

ム ５ 側 と 平 面 鋼 板 ３ 側 と で 、 略 対 称 す る 位 置 に は 便 宜 上 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。

　 図 １ ４ の （ ａ ） に お い て 、 探 傷 角 度 が ４ ５ ° で あ る 探 触 子 ５ ４ ５ の 外 周 を 溶 接 線 Ｗ １ ２

か ら 最 も 遠 い 位 置 Ｙ ５ に 当 接 す る と 、 探 触 子 ５ ４ ５ の 中 心 か ら 斜 め ４ ５ ° の 方 向 で あ る 探

傷 面 Ｔ ５ が 検 査 さ れ る 。 同 様 に 、 探 触 子 ５ ４ ５ の 外 周 を 溶 接 線 Ｗ １ ２ に 最 も 近 い 位 置 Ｙ ２

に 当 接 す る と 、 探 触 子 ５ ４ ５ の 中 心 か ら 斜 め ４ ５ ° の 方 向 で あ る 探 傷 面 Ｔ ２ が 検 査 さ れ る

。 し た が っ て 、 探 触 子 ５ ４ ５ を そ の 外 周 が 位 置 Ｙ ５ か ら 位 置 Ｙ ２ に 当 接 す る 範 囲 で 走 査 さ

せ る と 、 探 傷 面 Ｔ ５ と 探 傷 面 Ｔ ２ と に よ っ て 挟 ま れ た 範 囲 が 探 傷 さ れ る こ と に な る 。 す な

わ ち 、 側 面 鋼 板 ２ の 表 面 に 近 い 範 囲 は 探 傷 可 能 で あ る も の の 、 反 対 に 板 厚 中 央 に 近 い 範 囲

が 探 傷 不 能 範 囲 に な る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 １ ４ の （ ｂ ） に お い て 、 探 傷 角 度 が ６ ０ ° で あ る 探 触 子 ５ ６ ０ を 、 探 触 子 ５ ６ ０ を そ

の 外 周 が 位 置 Ｙ ５ か ら 位 置 Ｙ ２ に 当 接 す る 範 囲 で 走 査 さ せ る と 、 図 １ ４ の （ ａ ） と 同 様 に

、 探 傷 面 Ｓ ５ と 探 傷 面 Ｓ ２ と に よ っ て 挟 ま れ た 範 囲 が 探 傷 さ れ る こ と に な る 。 す な わ ち 、

側 面 鋼 板 ２ の 板 厚 中 央 に 近 い 範 囲 が 探 傷 可 能 で あ る も の の 、 反 対 に 表 面 に 近 い 範 囲 が 探 傷

不 能 範 囲 に な る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 １ ５ は 、 探 触 子 ５ ４ ５ と 探 触 子 ５ ６ ０ と の ２ 台 の 探 触 子 を 用 い て 、 溶 接 線 Ｗ １ ２ の 全

範 囲 を 探 傷 す る 様 子 を 示 し て い る 。 す な わ ち 、 探 傷 角 度 が ４ ５ ° で あ る 探 触 子 ５ ４ ５ を 溶

接 線 Ｗ １ ２ か ら 遠 い 範 囲 で 走 査 さ せ て 、 側 面 鋼 板 ２ の 表 面 に 近 い 範 囲 を 探 傷 し 、 反 対 に 、

探 傷 角 度 が ６ ０ ° で あ る 探 触 子 ５ ６ ０ を 溶 接 線 Ｗ １ ２ に 近 い 範 囲 で 走 査 さ せ て 、 側 面 鋼 板

２ の 板 厚 中 央 に 近 い 範 囲 を 探 傷 す る 。 し た が っ て 、 探 傷 面 Ｔ ５ と 探 傷 面 Ｓ ２ と に よ っ て 挟

ま れ た 範 囲 が 探 傷 さ れ る こ と に な る 。

10

20

30

40

50



(11) JP  4947999  B2  2012.6.6

　 な お 、 以 上 は 探 触 子 の 使 い 分 け の 一 例 を 説 明 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 す

る も の で は な い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 に お け る ３ 溶 接 線 交 差 部 の 形 成 が 阻 止 さ れ る と 共 に

、 溶 接 作 業 が 容 易 に な り 溶 接 品 質 が 向 上 す る か ら 、 各 種 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 造 方 法 並 び

に 各 種 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 構 造 と し て 広 く 利 用 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ４ ６ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 を 有 す る 鋼 製 橋 脚 を 示 す 概 略 斜 視 図 。

【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 を 示 す 斜 視 図 と 一 部 断 面 の 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 に お け る 溶 接 線 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 。

【 図 ４ 】 隅 角 部 に お け る ス カ ラ ッ プ の 形 状 の 決 定 要 領 を 模 式 的 に 説 明 す る 平 面 図 。

【 図 ５ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 を 有 す る 鋼 製 橋 脚 を 示 す 概 略 斜 視 図 。

【 図 ６ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 鋼 製 橋 脚 の 下 部 隅 角 部 を 示 す 斜 視 図 と 一 部 断 面 の 斜 視 図 。

【 図 ７ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 等 。

【 図 ８ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 ９ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 等 。

【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 。

【 図 １ １ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 １ ２ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 １ ３ 】 実 施 形 態 ３ 係 る 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 の 製 作 方 法 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 １ ４ 】 超 音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 の 使 い 分 け の 一 例 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 １ ５ 】 超 音 波 探 傷 検 査 の 探 触 子 の 使 い 分 け の 一 例 を 説 明 す る 部 分 平 面 図 。

【 図 １ ６ 】 従 来 の 鋼 製 橋 脚 の 隅 角 部 に お け る 溶 接 線 を 説 明 す る 概 略 斜 視 図 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 　 　 １ 正 面 鋼 板

　 　 　 ２ 側 面 鋼 板

　 　 　 ３ 平 面 鋼 板

　 　 　 ４ ス カ ラ ッ プ （ 平 面 鋼 板 ）

　 　 　 ５ ダ イ ヤ フ ラ ム

　 　 　 ６ ス カ ラ ッ プ （ ダ イ ヤ フ ラ ム ）

　 　 　 ７ 天 面 鋼 板

　 　 　 ８ ス カ ラ ッ プ （ 側 面 鋼 板 ）

　 　 １ ０ 脚 柱

　 　 ２ ０ 横 梁 （ 上 部 横 梁 ）

　 　 ３ ０ 下 部 横 梁

　 　 ４ ０ 主 桁

　 　 ６ ０ 面 取 り 部 分

　 　 ６ １ タ ブ レ ッ ト 部 分

　 　 ６ ２ タ ブ レ ッ ト 部 分

　 　 ６ ３ 貫 通 穴

　 １ ０ ０ 隅 角 部

　 １ ０ １ 鋼 製 脚 柱

　 １ ０ ３ 鋼 製 横 梁

　 ２ ０ ０ 上 部 隅 角 部

　 ３ ０ ０ 下 部 隅 角 部

　 ３ ０ １ 下 部 鋼 製 脚 柱

　 ３ ０ ３ 下 部 鋼 製 横 梁
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　 ４ ０ ０ 　 溶 接 ト ー チ

　 ５ ０ ０ 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ）

　 ５ ４ ５ 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ）

　 ５ ６ ０ 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ）

　 ６ ０ ０ 探 触 子 （ プ ロ ー ブ ）

　 ７ ０ ０ グ ラ イ ン ダ

　 ８ ０ ０ グ ラ イ ン ダ

１ ０ ０ ０ 鋼 製 橋 脚

２ ０ ０ ０ 鋼 製 橋 脚

　 Ｒ １ ２ 円 研 削 面

　 Ｒ １ ３ 円 研 削 面

　 Ｒ １ ５ 円 研 削 面

　 Ｒ ２ ５ 円 研 削 面

　 Ｒ ６ 　 円 研 削 面

　 Ｖ １ ２ 平 研 削 面

　 Ｖ １ ３ 平 研 削 面

　 Ｖ １ ５ 平 研 削 面

　 Ｖ ２ ５ 平 研 削 面

　 Ｗ １ ２ 溶 接 線

　 Ｗ １ ３ 溶 接 線

　 Ｗ １ ５ 溶 接 線

　 Ｗ １ ７ 溶 接 線

　 Ｗ ２ ３ 溶 接 線

　 Ｗ ２ ５ 溶 接 線

　 Ｗ ２ ７ 溶 接 線

　 Ｙ １ 　 開 先 先 端

　 Ｙ ２ 　 開 先 後 端
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】



(17) JP  4947999  B2  2012.6.6

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶

フロントページの続き

(74)代理人　100087620

　　　　　　弁理士　高梨　範夫

(72)発明者　三木　千寿

　　　　　　東京都目黒区大岡山２－１２－１　国立大学法人東京工業大学内

(72)発明者　小森　和男

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　斉藤　亮

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　溝口　孝夫

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　山本　泰幹

　　　　　　東京都千代田区霞が関１－４－１　首都高速道路株式会社内

(72)発明者　土生　修二

　　　　　　東京都中央区銀座２－２－１８　社団法人日本橋梁建設協会内

(72)発明者　高橋　宣男

　　　　　　東京都中央区銀座２－２－１８　社団法人日本橋梁建設協会内

(72)発明者　沖　俊英

　　　　　　東京都中央区銀座２－２－１８　社団法人日本橋梁建設協会内

(72)発明者　佐々木　史朗

　　　　　　東京都中央区銀座２－２－１８　社団法人日本橋梁建設協会内

　　審査官　小山　清二

(56)参考文献　特開２００３－０４９４０４（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００２－３７１５２１（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－１７９９５７（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０００－２２６８１４（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２００５－１９９８７３（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平１０－１３１１２６（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開平１１－１４０８２４（ＪＰ，Ａ）　　　

　　　　　　　特開２０００－０８７４６２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　１９／０２　　　　

　　　　　　　Ｅ０１Ｄ　　２１／００　　　　


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

